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１．研究計画の概要 
 全球気候モデルにおける積雪分布の再現
性の高精度化を目的として、高解像衛星デー
タを用いて全球の積雪被覆の実態を解明す
るとともに、物理的なプロセスを考慮した積
雪サブグリッド被覆率スキーム（SSNOWD）
を陸面水文モデルに導入する。また、その陸
面水文モデルを全球気候モデルに導入して、
気候再実験を行う。その結果を衛星データに
よる積雪被覆率分布と比較して、積雪分布の
再現性を検証するとともに、SSNOWD を導
入する前の結果と比較して、SSNOWD 導入
の効果を評価する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）衛星データの整備 
 衛星観測による積雪分布データのうち、全
球気候モデルの検証に必要な領域・期間・時
間空間解像度を満たすものを調査した結果、
米国雪氷データセンター(NSIDC)による北
半球積雪分布データ（期間：1966 年 10 月〜
2007 年 6 月）及び衛星 MODIS による解像
度 0.05 度（約 5km）の全球積雪被覆率デー
タ（期間：2000 年 1 月〜）を検証データと
して採用することとした。これらのデータか
らモデル解像度における積雪サブグリッド
被覆率を算定し、気候値を求めるなどのデー
タ整備を行った。 
 また、積雪の全般的な再現性を検証するた
めに、高解像衛星データによる積雪深や積雪
アルベドのデータについて調査したところ、
積雪深はデータが公開されているものの精
度の信頼性が十分でないためモデルの検証
には推奨されないが、積雪アルベドのデータ
は検証に用いることができると考えられる

ことが分かった。 
（２）積雪被覆率スキームの改良と陸面過程
モデルへの適用 
 これまでの陸面過程モデルでは積雪被覆
率を積雪水当量の単純な関数で診断する方
法(OLD)が採用されていた。これを積雪のサ
ブグリッド分布のメカニズムを考慮した積
雪被覆率スキーム(SSNOWD)に改良し、その
効果について、全球気候モデル(大気大循環モ
デル, AGCM)を用いた全球オンライン実験
を行って調査した。なお、SSNOWD では植
生や地形によるサブグリッドスケールの積
雪分布パターンの違いによって積雪のサブ
グリッド被覆率が異なることを考慮してい
るため、植生被覆・土地利用を改良した
AGCM を用いている。 
 これらの結果について、積雪被覆率を衛星
データによる積雪被覆率と比較したところ、
東シベリア及び積雪開始域においては積雪
量が小さいために、OLD では被覆率が過小
評価されていたが、SSNOWD では改善され
ることが明らかになった。また、ロッキー山
脈やアラスカにおいて、モデルの誤差が減少
する傾向が認められた。一方、中国東部では
融雪期にモデルの誤差が増大する傾向が見
られたが、これは SSNOWD を導入した副次
的な効果によって、気温や降水量のモデル誤
差が新たに発生したためであることが明ら
かになった。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 高解像衛星データを用いた全球の積雪サ
ブグリッド被覆率の算定と実態解明のうち、
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全球の積雪サブグリッド被覆率の算定は計
画通り進展しているが、実態解明のための解
析がやや遅れている。次に、モデルによる積
雪サブグリッド被覆率の再現性の検証は、オ
フライン実験が遅れているが、オンライン実
験は既に基本的な実験を行っており、当初の
計画以上に進展した。また、改良スキームを
含めたオンライン実験も計画以上進んでお
り、地表面熱・水収支や大気へのインパクト
について、初期的な解析結果が出ている。一
方で、オフライン実験が遅れていることから、
積雪サブグリッド被覆率スキームを改良す
ることによる、より直接的な効果の解析は今
後の課題になっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）衛星データによる積雪被覆変動の解析 
 これまでに整備した高解像衛星観測デー
タによる積雪被覆率分布データを用いて、よ
り詳しいモデルの検証を行うために、衛星デ
ータにおける大陸規模での積雪被覆率分布
の季節変化について、気候値や年々変動の特
徴を解析して明らかにする。 
（２）積雪被覆率スキームの改良と検証 
 簡単な積雪被覆率スキーム(OLD)と高度化
した積雪被覆率スキーム(SSNOWD)による
AGCM 実験の結果を、衛星データによる積雪被
覆率分布と比較して、SSNOWD の導入効果につ
いてより詳しい解析を行い、大気へのフィー
ドバックを含めた効果について考察する。ま
た、SSNOWD において積雪のサブグリッド分布
特性を特徴付けているパラメタに対する感
度を調査し、SSNOWD の汎用性について考察す
る。 
 SSNOWD を組み込んだことによる、より直接
的な効果を評価するためには、地表付近の気
象条件を与えたオフライン実験が有用であ
ることから、全球もしくは地点スケールでの
オフライン実験を試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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